
5第 　　 章 国民と防衛庁・自衛隊

国民と自衛隊を結ぶ活動
　防衛庁・自衛隊は、民生支援として、その組織、装備、

能力を生かした様々な協力活動を行っている。

　５章２節では、国民とのかかわりが深い市民生活の中で

の活動、国民からより一層の信頼と協力を得るために行っ

ている防衛庁・自衛隊の広報活動などについて説明する。

防衛力を支える基盤
　自衛隊が任務を有効に遂行するためには、国民の理解と

支持を得ることが不可欠であるとともに、人的及び物的な

基盤を整えることが重要である。

　５章１節では、自衛隊の組織と人など、防衛力を支える

基盤について説明する。

演習場で訓練を行う戦車部隊（90式戦車）

戦闘機（F-4EJ改）の発進準備を行う整備員

洋上で給油訓練を行う隊員

訓練の休憩中、昼食を囲む予備自衛官補

先端技術を駆使したコクピット評価装置

防衛庁・自衛隊と地域社会とのかかわり
　防衛庁・自衛隊の様々な活動は、防衛庁・自衛隊のみで

すべてを行えるものではなく、国民一人一人、そして、地

方公共団体などの理解と協力があってはじめて可能となる。

また、防衛施設については、わが国の防衛力と日米安保体

制を支える基盤として必要不可欠であり、その機能を十分

に発揮させるためには、周辺住民の理解と協力を得ること

が重要である。

　５章３節では、地方公共団体などによる自衛官の募集、

就職援護など様々な活動に対する協力、防衛施設と周辺地

域の調和を図るための施策、環境保全への取組、在日米軍

施設・区域に関する諸施策について説明する。

沖縄に所在する在日米軍施設・区域
　沖縄に所在する在日米軍施設・区域の整理・統合・縮小

をはじめとする沖縄に関連する諸課題については、内閣の

最重要課題の１つとして政府を挙げて取り組んでいる。

　なかでも、日米両国政府がまとめた「沖縄に関する特別

行動委員会」（S A C O）最終報告の内容を着実に実現す

ることが、沖縄県民の負担軽減のためには最も確実な道で

あると考えており、引き続き、その的確かつ迅速な実現に

向けて努力を続けている。

　５章４節では、沖縄に所在する在日米軍施設・区域に関

する政府の取組について説明する。

展示飛行を行うブルーインパルス

助成により整備された道路（沖縄県嘉手納町）新潟県中越地震の被災地で慰問演奏を行う音楽隊員

不発弾処理を行う隊員
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